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１．概要（Summary） 

室温から低温 (4 K) までの導電性高分子ポリアニリン

の電気伝導度を測定した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

物理特性測定装置（PPMS） 

 

【実験方法】 

導電性高分子ポリアニリンを、硫酸酸性中で過硫酸ア

ンモニウムを用いて合成した。得られたポリアニリンの電

気伝導度を磁場印加しながら物理特性測定装置（PPMS）

で測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ポリアニリンを水中で 0 Cにおいて、過硫酸アンモニウ

ムを用いて合成した。Figure 1にポリアニリンの分子構造

を示す。発色はエメラルジンと言われる濃い緑色を示した。

これを、真空乾燥した後に、約 6 トンのプレスマシーンに

より錠剤形に成形した。これを、真空蒸着装置により、金

蒸着し電極を表面につけた(Figure 2)。 
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Figure 1. Molecular Structure of polyaniline. 

 

この電気抵抗を、PPMS を用いて測定した。サンプル

は 2 端子法を用いた。室温での電気伝導度は半導体領

域であった。温度を下げて行くと電気伝導度は低下して

いった。この低下の程度をアレニウスプロットしたところ、ネ

ビルモットの提唱した、三次元バリアブルレンジホッピング

の傾向を見ることができた。低温領域では極端な電気抵

抗率の上昇がみられた。また、磁場を印加した場合、この

抵抗率を制御することができた。 

 

Figure 2. Sample for conductivity measurements. 

 

 ポリアニリンは通常のプラスチックほどの成型加工性をも

たないために、厚いフィルムや、インゴット体を作製するこ

とは困難である。そのため、我々は粉末を圧縮したペレッ

トを作製して電気伝導度を測定した。しかし、電極を取り

付けることも容易でなく、金蒸着して表面に導電層をコー

ティングしたが、測定に耐える電極面を確保することに、

工夫を要した。 

本研究を通じて、この電極確保と低温での導電性（抵

抗率から求める）測定方法を確立した。特に磁場を印加し

ながらの導電性高分子の電気的測定は当グループにお

いて行ったことがなかった。そのため、試行を繰り返しなが

ら方法を確立した。 
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